
軽騨額襲爾播十1 1 ■■■十! ■■L I I I 紳軒| ! ■軒 | . 1 l F 晋輔鶴醸圏観1 ヤヽ1 ■

運動会が終り後片付けをする子どもたち

萌える海と大地・さわやか交流堀l
6月 、町内各検で運動会が行なわれま

した。天候 が不順の中で8青天に恵まれた
この日(6月21日)、標津小学校のグランド
を訪ずれると、た<さ んの父兄の声援を
受けながら一生懸命に走つたり、踊つた
りする元気な子どもたちがいました。ア
ツとしヽう間に楽 ししヽ運動会も終了。やれ
やれ後片付が残つてしヽます。(写真)0つ
かり疲れた様子で した。ご苦労さま、勉
強もがんばつてね 一 。

1992(S平 成4年 )7月号性m5H



標津サーモン科学館

オープン以来

10万人突破
昨
年
九
月
十
五
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
内
に
あ
る

標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
入
館
者
が

六
月
十
三
日
に
十
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。

今
年
は
二
月
か
ら
開
館
し
、

順
調
な
伸
び
を
み
せ
て
い
ま
し
た
が

予
想
を
上
回
る
早
さ
で
職
員
ら
を
喜

こ
ば
せ
て
い
ま
す
。

幸
運
の
十
万
人
目
は
、

社
員
旅
行

で
仲
間
四
十
人
と
と
も
に
二
泊
三
日

の
道
束
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
、

山
梨
県

中す
巳
皆
郡
竜
王
町
の
建
設
会
社
社
員

中
村
国
男
さ
ん
を
し
で
す
。

突
然
同
館
の
職
員
に
呼
び
止
め
ら

れ
、

ク
ラ
ッ
カ
ー
や
花
吹
雪
に
ビ
ッ

ク
リ
し
て
い
た
様
子
で
し
た
が
、

事

情
が
分
か
っ
て
ニ
ッ
コ
リ
。

原
田
館
長
か
ら
花
束
や
四
キ
ロ
余

り
あ
る
ト
キ
シ
ラ
ズ
、

記
念
の
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
な
ど
を
受
け
取
り

「北

海
道
は
二
度
目
で
道
束
は
初
め
て
、

つ
い
て
ま
す
ね
。

い
い
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
」。
と
中
村
さ
ん
は
大
喜
び

で
し
た
。

ま
た
、

前
後
に
入
館
し
た
同
社
員

二
人
に
も
同
様
の
ト
キ
シ
ラ
ズ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

同
館
の
入
館
状
況
は

昨
年
十
月
十
三
日
に
五
万
人
を
突
破

し
、

平
成
三
年
度

（平
成
三
年
九
月

十
五
日
か
ら
平
成
四
年
三
月
二
十

一

日
・
十
二
月
と

一
月
は
休
館
）
で
は

七
万
六
千
七
六
七
人
を
記
録
し
て
い

ま
し
た
。

四
月
か
ら
六
月
二
十
七
日
現
在
で

二
万
九
千
六
百
十
二
人
が
入
館
し
て

お
り
十
万
人
突
破
後
も
順
調
に
入
館

者
数
は
伸
び
て
お
り
ま
す
。

同
館
で
は
平
成
四
年
度
の
入
館
者

数
を
十
八
万
人
と
見
込
ん
で
お
り
、

現
在
整
備
さ
れ
て
い
る
自
然
産
卵
池

な
ど
の
で
き
る

″
せ
せ
ら
ぎ
″
部
分

が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
リ
サ
ー
モ
ン

パ
ー
ク
が
ま
す
ま
す
充
実
し
同
館
ヘ

の
入
り
込
み
に
拍
車
を
か
け
る
な
ど

魅
力
あ
る
公
園
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら

愛
さ
れ
続
け
る
施
設
と
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。t

40万人目となつた中村国男さん(左)

チューリップが満開
昨年サーモンパークのオー

プ ン記念事業 として 「しべっ
子供サケセ ミナー」カィ予なわ
れ、富山県魚津市か ら

｀
鳴ブ11

に もサケを呼ぶ会、の子 ども
たち 3人 が参加。

同セ ミナーの参加記合にと
富山県の特産品であるチュー

リップの球根 を科学館前広場
に植 えたのが、赤 ・黄 ・白と
咲 きほこってぃます。

●入 館 料

:京督登讐暑3倉 甲粋鑑
上)子
[暑詭



膝麒獅観綱す

OSO母 鬱亀助進途適曇批

林 勇 さん
(73)

6月 18日に北標津小中学校 (飛!畢邦雄校長)の生徒12

人が町役場前 と結合体育館前の花壇 にマ リー ゴール ド

や金魚草の苗約400本を植 えました。

植 えた首は同校の児童 ・生徒が春先の 4月 か ら温室

で種 をまいて育てて きた ものです。

同校では農業教育の一環 としてこれ らを実践 しなが

ら緑 に対す る理解 と認識 を高め ることや身近 な公共施

設の環境づ くりを通 して奉仕の心 を育て ることをね ら

い として毎年実施 しています。

植 えられた苗は 7月 か ら9月 まで咲 き続け、各施設

へ訪ずれ る人の 目を楽 しませて くれ ます。

この度、川北に在住す る林 勇さん (根室北部

消防事務組合標津消防団元団長)は 、38年間の

永い期間にわた り消防団員あるいはその長 とし

て地域防災に貢献 した功績が多大であ り、他の

模範であるということか ら勲六等単光旭 日章 を

受章 しました。

林 さんは 「当た り前のことしかや ってはいな

いが関係者の皆様 にはご迷惑 をかけた。叙勲 を

いただ くなど恐縮す るが、今後少 しで もこの恩

返 しがで きれば と思 っている」 と語 って くれ ま

した。叙勲受章おめで とうございます。

役場前の花壇に花植をする子どもたち

北方領土か らの ビザ無 し交流団、 6月 2 0日か ら 3泊

4日 の 日程で4` 8人が根室市花咲港 に上陸 しました。

標津田丁には 6月 2 2日に来田丁し、サーモンタヾ―クをは

じめ、総合体育館 ・温水プール ・漁協市場 ・水産物中

核流通加工施設や港内を見学 しま した。

特 に中核施設では近代化 された造 りや衛生管理面、

冷凍能力の面 に関心 を寄せ てい ました。

また、四島の加工場勤務の方が多かったためかホタ

テむ きの早術に興味 を示 し 「まるで手 じなを見ている

よう」な どのことばが飛んでいました。

矢□床旅情やロシア民謡のカチューシャを歌しヽ
肩を組み合うなどして交流を深めました。

3

時がたつにつれリラックスした交流が一

施設見学が終 り標津町には24人のロシア人が宿

泊。その夜、友好交流会が行なわれ、標津町側 は

千島違盟、産業団体の代表者、各種団体の青年婦

人部長、小中学校長、議会議員な ど約30人が参加

しました。

各テーブルでは記念撮影やプ レゼ ン ト交換など

がにぎやかに行なわれ る一方、手元に配 った簡単

なロシア語会話集 を見なが らの会話が思 うように

発音で きず ロシア人を講師 に している人 も目立 っ

ていました。

ロシアの団長オフチ ンニ ヨフさんは 「今度はあ

なたがたが島に遊びに来て くだ さい」 と語って く

れ ました。



帳
ケ

そ
～
っ
と
大
切
に
大
切

に
放
流
し
て
く
だ
さ
い
―

六
月
十
七
日
に
薫
別
小

中
学
校

（飯
倉
定
賢
校
長

小
十
四
人

・
中
八
人
）
の

児
童
生
徒
が
薫
別
川
に
サ

ケ
の
稚
魚
三
千
尾
を
放
流

し
ま
し
た
。

放
流
式
に
は
同
校
の
子

ど
も
た
ち
全
員
と
先
生

・

父
兄

・
関
係
者
ら
約
四
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

扶蜜尿蟹春罰房あ得轡 魚と

放
流
し
た
稚
魚
は
、

今
年

の
一
月
下
旬
か
ら
同
校
の
子

ど
も
た
ち
が
毎
日
エ
サ
を
や

り
な
が
ら
大
切
に
育
て
た
も

の
で
す
。

式
で
は
飯
倉
校
長
先
生
が

「
み
ん
な
が
毎
日

一
生
懸
命

育
て
た
稚
魚
、

大
切
に
放
流

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

続
い
て
来
賓
の
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
同

校
低
学
年
に
よ
る

″稚
魚
に

贈
る
言
葉
″
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
す

る
と
、
「稚
魚
さ
ん
メ
ス
と
結

婚
し
て
く
だ
さ
い
ヽ
稚
魚
さ

ん
共
食
い
を
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

仲
良
く
し
て
く
だ
さ

い
ヽ
故
郷
に
帰
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。

秋
に
な
っ
た
ら
ボ

ク
の
家
の
船
に
つ
か
ま
ら
な
い
よ
う

に
し
て
ね
Ｌ
と
き
し
ら
ず
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
」

一
人

一
人

が
自
分
で
考
え
た
稚
魚
に
贈
る
言
葉
。

よ
く
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

例
年
よ
り
川
の
水
温
が
低
い
こ
と

や
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
も
あ
つ

て
放
流
の
時
期
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

子
ど
も
達
の
育
て
た
体
長
五
～
六
セ

ン
チ
と
パ
ワ
ー
を
つ
け
た
稚
魚
た
ち

が
、

皆
ん
な
の
手
か
ら
、

そ
～
つ
と

放
さ
れ
る
と
元
気
に
泳
い
で
薫
別
川

を
旅
立
ち
ま
し
た
。

薫
別
川
を
最
後
に
今
年
標
津
町
か

ら
放
流
さ
れ
た
サ
ケ
の
稚
魚
は
八
千

四
十
六
万
三
千
尾
で
す
。そ～つと大切に放しま軌

▲自分たちの育てた稚魚を

き
藩こ

二
月
二
十
四
日
に
道
卓
球
連
盟
の

主
催
に
よ
る
北
海
道
ホ
ー
プ
ス
卓
球

大
会

（団
体
戦
の
み
）
が
札
幌
市
中

央
体
育
館
で
行
な
わ
れ
、

標
津
卓
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（平
井
弘
二
団
長

団
員
二
十
六
人
）
か
ら
ニ
チ
ー
ム

（

標
津
Ａ

・
Ｂ
）
が
出
場
し
、

優
勝
と

第
二
位
と
い
う
輝
や
か
し
い
成
績
を

残
し
て
き
ま
し
た
。

試
合
は
ニ
チ
ー
ム
と
も
最
後
ま
で

苦
戦
の
繰
り
返
し
で
、

特
に
決
勝
戦

は
小
学
生
で
は
全
道

一
強
い
と
い
わ

喜
こ
び
の
出
場
メ
ン
バ
ー
た
ち

れ
る
丸
山
ク
ラ
ブ
阿
部
選
手
に
対
戦

し
た
の
は
標
津
の
阿
部
靖
弘
選
手

（

キ
ャ
ツ
プ
テ
ン
）。
過
去
三
回
の
対
戦

で
は
三
敗
と
ど
う
し
て
も
勝
て
な
か

っ
た
ダ
ブ
ル
阿
部
戦
で
し
た
が
、

熱

戦
の
決
果
勝
利
を
つ
か
み
ま
し
た
。

同
少
年
団
昨
年
の
こ
の
大
会
で
は

第
二
位
と
ふ
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

優
勝
は
三
年
ぶ
り
二
回
日
の
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。

同
少
年
団
は
毎
週
四
回
、

二
時
間

の
練
習
を
四
人
の
熱
心
な
指
導
者
の

も
と
で
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

選
手

と
と
も
に
そ
の
成
果
が
現
わ
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

こ
の
ニ
チ

ー
ム
は
八
月
六
日
か
ら
行
な
わ
れ
る

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

標
津
チ
ー
ム
の
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
優
勝
Ａ
チ
ー
ム
／
阿
部
靖
弘
く
ん

（標
津
小
六
年
）
、

村
井
康
彰
く
ん

（

同
五
）、
遠
藤
隆
博
く
ん
（同
五
）
、

武

市
優
く
ん
（同
四
）
▼
第
二
位
Ｂ
チ
ー

ム
／
大
石
恭
介
く
ん
〈
標
津
小
五
年
）

西
山
宗
告
く
ん
（同
五
）
、

多
田
康
人

く
ん
（同
五
）
、長

谷
英
彦
く
ん
（同
四
）



川
北
山
菜
加
工
場

川
北
地
区
に
あ
る
標
津
町
森
林
組

合
川
北
山
菜
工
場
で
は
、

山
業

（主

に
ふ
き
）
の
最
盛
期
を
迎
え
パ
ー
ト

の
女
性
十
七
人
が
フ
ル
稼
動
で
作
業

に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
加
工
場
は
昭
和
五
十
二
年
か
ら

地
域
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
ょ
う
と

創
業
さ
れ
、今

年
で
十
六
年
目
で
す
。

今
年
は
六
月
十
日
か
ら
作
業
が
始

め
ら
れ
、

扱
う
山
菜
は
ふ
き
が
主
流

で
第

一
次
の
原
料
加
工
だ
け
で
す
。

期
間
中
は
ふ
き
百
ト
ン
、

う
ど
三

ト
ン
程
度
が
生
産
目
標
で
す
。

ふ
き
の
作
業
工
程
は

一
度
に
八
十

キ
ロ
の
ふ
き
を
釜
で
五
分
く
ら
い
ゆ

で
、

そ
れ
を
冷
や
し
て
お
き
、

そ
の

後
表
面
の
皮
む
き
を
す
る
。

十
二
時

間
ほ
ど
流
水
に
付
け
、

あ
く
だ
し
を

し
て
八
キ
ロ
く
ら
い
の
た
ば
に
重
ね

塩
蔵
し
て
出
荷
。

原
料
の
仕
入
は
地
域
の
人
達
が
多

い
の
で
す
が
、

最
近
は
町
外
か
ら
の

山
菜
採
り
の
愛
好
家
な
ど
も
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ふ
き
の
質
は
平
年
並
み
で

一
キ
ロ

当
た
り
三
十
五
円
で
買
取
り
し
て
い

ま
す
。

同
加
工
場
の
作
業
時
間
は
朝
八
時

か
ら
夕
方
五
時
ま
で
、

パ
ー
ト
で
働

く
女
性
は
地
域
の
人
達
ば
か
り
で
、

手
慣
れ
た
手
付
き
で
ふ
き
を
さ
ば
い

て
い
ま
し
た
。

加
工
場
は
七
月
末
ま
で
作
業
が
続

け
ら
れ
ま
す
。

―

O S O 母 移 翻 配現蹴 韓 驚調 b司 ヨ 聴

″

′5、

き
〃

の
原
料
カロ
工
に

く上〉ゆで上げた80kgのふきを冷水につけるところで軌

く下〉手1員れた手付きで表画の皮むき作業が進められて
います。

捨て

か ?

廃棄 投棄

本
年
四
月
か
ら
ご
み
処
理
の
取
り

扱
い
方
法
が
変
わ
っ
て
三
ヵ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。

近
年
の
ご
み
問
題
は
住
民
の
ご
み

の
出
し
方
を
合
め
て
い
か
に
ご
み
を

減
ら
す
か
が
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
は

広
報
し
べ
つ
で
も
述
べ
て
き
ま
し
た

し
、

実
際
に
ご
み
処
理
取
扱
い
方
法

が
変
っ
て
住
民
の
皆
様
に
は
毎
日
の

生
活
の
中
で
実
践
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
チ
ョ
イ
ト
考
え
さ
せ

ら
れ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

南
川
北
地
区
の
町
道
と
草
地
取
付

道
路
に
、

四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分

に
も
な
ろ
う
か
と
い
う
量
の
農
業
用

の
ビ
ニ
ー
ル
ロ
ー
ル
や
肥
料
袋
な
ど

の
廃
棄
物
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

誰
れ
が
捨
て
た
の
？
と
首
を
か
し

げ
た
く
な
る
ほ
ど
の
行
為
。

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
―
。



社
団
法
人
照
明
学
会
北
海
道
支
部

（田
頭
博
昭
支
部
長
）
が
道
内
の
ホ
テ

ル
や
観
光
施
設
な
ど
で
優
秀
な
照
明

施
設
と
し
て
企
画
設
計

・
技
術
の
普

及
発
達
に
貢
献
し
た
者
に

表
彰
し
て
い
る

「照
明
普

及
賞
」
を
標
津
町
が
受
賞

し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
解
明
施
設
は

「標
津
町
サ
ー
モ
ン
ロ
ー

ド
街
路
灯
」
で
サ
ケ
の
ま

ち
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た

め
に
サ
ケ
を
形
ど
っ
た

（

“筑
甘
剖甘
軸“筑
甘
却“筑
一丸
“気
一丸
甘
却甘
ｏｕ甘
軸“品
甘
刊甘
軸
甘
判甘
軸“筑
甘
却甘
如“品
甘
却甘
軸
す
ｏｕ甘
軸
甘
却普
軸一品
甘
却甘
軸“筑
一筑
甘
軸一筑
甘
軸一品
甘
剖“筑
甘
剖

何
ん
で
も

'92標
津

料飲店まつり

会場●町農村環境改善センター

飲
み
放
題
ゴ

_主 催。標津料飲店組含

写
真
）
街
路
灯
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

道
内
で
は
三
十
九
の
施
設
が
受
賞

し
、

う
ち
八
つ
の
施
設
が
全
国
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

年に一度の感謝祭
何んでも飲み放題の特製ジヨッキー付だよr

参加しませんか一。

前売/2,500円 当 日/3,000円

ば

~~~~~~~~~― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 小 ″ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

・

夏

の
歩

方

、

暑

さ

を

吹

き

払

う

よ

う

に
夕

立

が

通

り

過

ぎ

、

そ

の

あ

と

に
大

き

な

虹

が

か

か

っ
た

と

き

の
さ

わ

や

か
さ

は
最

高

で
す

。

子

ど

も

の

こ
ろ

虹

の
下

を

く

ぐ

ろ

う

と

、
　

一
生

懸

命

に
走

っ
た

思

い

出

を

も

つ
人

も

い

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。
虹
は
、

太
陽
光
線
が
空
気

中
の
水
滴
に
当
た
っ
て
、

色

が
分
か
れ
る
現
象
で
す
。

七

色
の
順
序
は
、

内
側
か
ら
紫
、

藍
、

青
、

緑
、

黄
、

だ
い
だ

い
、

赤
と
な

っ
て
い
ま
す
↓

ま
た
副
虹
と
い
っ
て
、

虹
の

外

側

に

も

虹

が

見

ら

れ

る

こ
と

も

あ

り

ま

す

。

そ

の
場

合

、

色

の
順

序

は

反

対

で
す

。

虹

は

太

陽

の
当

た

る

方

向

に
見

え

ま

す

か

ら

、

雨

の
上

が

っ
た

と

き

な

ど

、

太

陽

を

背

に

し

た

方

向

を

見

ま

し

ょ
う

。

虹

に

つ

い
て

は
、

古

来

さ

ま

ざ

ま

な

言

い
伝

え

が

あ

り

ま

す

。

ギ

リ

シ

ャ
神

話

で

は
、

虹

は
水

の
女

神

が

黄

金

の
翼

を

広

げ

て
、

天

と

地

の
間

を

行

き

来

す

る

と

き

の
橋

と

い
わ

れ

て

い
ま

す

。

ま
た
日
本
に
は
、
「
晩
の
虹
は
鎌

を
研
げ
、

朝
の
虹
は
隣
へ
行
く
な
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

晩

の
虹

は

翌

日

晴

れ

る

前

兆

だ

か

ら
、

畑
仕
事
の
準
備
を
せ
よ
、

朝

の
虹

は

天

気

が

悪

く

な

る

か

ら

、

外

出

は

し

な

い

ほ

う

が

よ

い
と

い

う

こ

と

で

す

。

「
晩

の
虹

は

江

戸

へ
行

け
、

朝

の
虹

は
隣

へ
行

く

な
」

と

い
う

の
も

、

同

じ

意

味

で

し

ょ

う

。

昔

か

ら

虹

は

、

天

気

予

報

に

も
使

わ

れ

て

い
た

の
で
す

。

と

こ

ろ

で
、

美

し

い
空

、

美

し

い
地

球

を

次

の
世

代

に

伝

え

る

た

め

に

は
、

み

ん

な

で

力

を

合

わ

せ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん
。

七

月

は

、
「
オ
ゾ

ン
層

保

護

対

策

推

進

月

間

」

で

す

。

オ
ゾ

ン
層

破

壊

物

質

の
使

用

削

減

に
、

も

っ
と

関

心

を

も

ち

た

い
も

の

で

す

。

暮らしに役立つ
統計1 青報番組

7/29側 空14'30
札幌テレビ(STV)

情報をあなたのものに

提供/総務庁統計局

中覇
譲

選

7/46閑誦謡勢ダ
標津町が放送されま軌

,丘 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … ― ― ～ ― ～ ― ～ 一 ～ ― ～ ― 十 一 十 一 十 一 ― ～ コ



Ｌ

べ
つ

港
ま
つ
り

とき

まつりの時期がすくヾそこに来ています。・も ,_

傘雷ど浮看落営竹蟹縁留暴縁遭誓蓄ピ腎J:ウトカ
S

ご期待ください。パレ
モデ予各甲行事も行なわれま坑

ギ
３‐７

働

づ
■
―
―

／

／
０
ロ

制
▼３‐

／

／
ａ
ロ

北
方
領
上
返
還
祈
願

釣り好きの
あなた〃
一度|よサー

モンフィッ
シングに挑
戦するべき
で軌

問い合せ先 8/2ま で>標 津町役場商工観光課内

〈大会事務局〉昏魁飯選|:寵軽答磐墾塞,t・
FAX2-3041

な(04538)2-12470均・FAX2-3381

CYCItNG
コース 標津町～別海町

～根室市C長約171 3km)

日 程 8月14日・15日。16日

●8/44北万領土返還要求大会前夜察
(標津町総合体育館)

●8/158:00～ 標津町総合体育館前出発

いい汗流してみませんか。
沿道でのご声援もお願いしま軌

グランドチャンピオンには
賞金30万 円



7月26日(日)は投票日

参議院議員通常選挙
七
月
二
十
六
日
０
は
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

前
回
の
同
選
挙
と
同
様
に
参
議
院

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
と
参
議
院
比

例
代
表
選
出
議
員
選
挙
が
同
時
に
行

な
わ
れ
ま
す
。

大
切
な

一
票
を
ム
ダ
に
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
ぜ
ひ
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
投
票
日
時
　
七
月
三
十
六
日
働

・

投
票
時
間
は
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
で
す
。

▼
投

西示
所
　
第

一
か
ら
第
十
投
票

所
。

投
票
会
場
は
後
日
送
付
さ
れ
る
入

場
券
（
ハ
ガ
キ
）
に
書
か
れ
て
い
ま
丸

町
内
各
投
票
所
で
は
、

最
初
に
薄

黄
色
の
投
票
用
紙
で
参
議
院
選
挙
区

選
出
議
員
選
挙

（候
補
者

一
人
の
氏

名
を
書
く
）
の
投
票
を
行
な
い
、

次

に
自
色
の
投
票
用
紙
で
参
議
院
比
例

代
表
選
出
議
院
選
挙

（名
簿
届
出
政
党
等

の
名
称
お
よ
び
略
称

を
書
く
）
の
投
票
が

行
な
わ
れ
ま
す
の
で

お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
や
む
を
得
な
い
用
事

（仕
事

・
旅

行

・
出
産
な
ど
）
で
選
挙
の
当
日

（七
月
二
十
六
日
）
投
票
所
へ
行

け
な
い
方
は
、

事
前

（七
月
二
十

五
日
ま
で
）
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
不
在
者
投
票
さ
れ
る
方
は

印
鑑
を
持
っ
て
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
出
で
下
さ
い
。

●
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は

七
月
八
日
か
ら
七
月
二
十
五
日
ま

で

（各
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
）

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ち
選
挙

管
理
委
員
会
公
一―
二
一
三

一
）
へ
お

問
い
合
せ
の
上
、

大
切
な

一
票
を
ム

グ
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

標
津
町
選
挙
管
理
委
員
会

選挙人名簿番号 INは

選挙人は、投票の当日この入場券を受付係に示し、選挙大名簿対照係

を経てから投票用紙を受け取つて下さい。

第16回参議院議員通常選挙入場券

平成4年7月26日行取I臣省ユ午後6時まで

第 1 投 票 所 標津町農村環境改善センター

(選挙区選出議員選挙 ・比例代表選出議員選挙)

あなたの投票所です。
お出かけ前にもう一度確認を。
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今
用
は
、

町

・
道
民
税

（
１
期
）

の
納
期
で
す
。
ア
月
３４
日
ま
で
に
決

の
所
で
納
入
願
い
ま
す
。

１
、

町
指
定
金
融
機
関

根
奎
信
用
金
庫
缶
本
支
店

２
、

町
収
納
代
理
金
融
機
関

標
津
町
震
業
協
同
組
合
、

標
津
漁

業
協
同
組
合
、

北
海
道
労
倒
金
庫

中
標
津
支
店
、

北
海
道
西
殖
銀
行

中
標
津
支
店
、

北
洋
銀
行
中
標
津

支
店
、

釧
路
商
工
信
用
組
合
中
標

津
支
店

３
、

収
納
代
理
郵
便
宮
署

町
内
各
郵
便
周

４
、

収
入
役
・出
納
員
・現
金
取
扱
員

所
得
税
の
予
定
納
税
第
１
期
ら
の

納
税
を
め
忘
れ
な
く
。

納
期
は
フ
周

「
日
か
ら
３４
日
ま
で
で
す
。

納
税
す
る
額
は
、

６
月
中
旬
頃
に

税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
る

「
予
定
納

税
額
の
通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
た
金

額
で
す
。

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
万
は

納
期
限

（
フ
月
割
日
）
に
指
定
の
金

融
機
関
の
□
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、

預
金
残
高
の

確
認
を
し
て
お
い
て
＜
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
力
は
、

納
期
限
ま
で
に

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な
い
場

合
は
、

売
納
す
る
国
ま
で
の
間
、

未

納
と
な
っ
て
い
る
本
税
の
額
に
対
し

て
年
１４
・
６
％

（９
円
３０
日
ま
で
は

年
フ
・
３
％
）
の
割
合
で
延
滞
税
が

か
か
り
ま
す
。

詳
し
＜
は
、

根
窒
税
務
署

・
税
務

相
談
奎
ヘ

ヽ
　
ヽ

′

こ
の
度
、

標
津
病
院
に
内
科
専
門

の
医
師
が
着
任
し
、

３
人
体
制
で
診

察
を
行
な
い
ま
す
。

▼
医
師
　
宮
崎
俊
哉
氏

（
３９
オ
）

▼
診
察
開
始
日
　
７
月
２
国
内
か
ら

な
め
、

従
来
か
ら
診
察
し
て
い
る

医
師
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
内
科
　
古
畑
発
明
氏

●
外
科
　
］石
永
　
大
氏

（標
津
町
国
民
健
康
保
険
標
津
病
院
）

帥
贈

！帥

帥
翻
醐
鞭
軸
鵬

帥
中

期
間

ア
月
４
日
～
７
月
１０
日

標
津
町
で
は
、

今
年
す
で
に
２
件

の
交
通
死
亡
事
故
死
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、

管
内
に
お
い
て
は
昨
年
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
事
故
が
多
発
し
て

い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

観
光

・
レ

ジ
ャ
ー
等
車
を
利
用
す
る
機
会
が
多

＜
な
り
、

交
通
墨
も

一
段
と
増
加
す

る
な
ど
こ
の
時
期
特
有
の
事
改
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

現
在
、

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
展

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
民
１
人
「

人
が
ド
ラ
イ
パ
ー
と
し
て
の
社
会
的

ジ

責
任
を
自
覚
し

「ゆ
と
り
」
の
心
を

持
っ
て
安
全
運
転
に
努
め
て
＜
だ
さ

い
。

（標
津
警
察
署

・
町
交
通
安
全
協
会
）

更
新
時
講
習
会
が
次
の
国
程
で
行

な
わ
れ
ま
す
。

忘
れ
ず
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
８
月
４
日

・
１３
時
３０
分

▼
会
場
　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

か
ん
ぽ
資
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
募
集
中
／

▼
郵
厘
面
で
は
、

簡
易
資
金
の
融
資

で
つ
く
ら
れ
た
施
設
等
を
題
材
と
ヴ

る
写
真
の
コ
ン
ワ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
は
平
成
４
年
６
月
「
日

か
ら
８
月
３４
日
ま
で
で
す
。

▼
作
岡
は
最
寄
り
の
郵
便
局
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▼
北
海
道
審
査
会
で
は
郵
政
電
長
賞

を
は
じ
め
た
＜
さ
ん
の
真
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

（優
秀
作
品
は
郵
政
省

で
の
中
央
審
査
会
へ
）

▼
中
央
審
査
会
で
は
郵
政
大
亜
員
、

及
び
簡
保
資
金
振
興
セ
ン
タ
ー
理
事

長
員
を
決
定
し
ま
す
。

詳
し
＜
は
、

最
寄
り
の
郵
厘
電
ま

で
。次

に
よ
り
野
犬
掃
と
う
を
実
施
し

て
い
ま
ヴ
。

▼
実
施
期
間

自
　
平
成
４
年
７
月
１
日

至
　
平
成
４
年
９
月
３０
日

▼
実
施
区
域
　
標
津
町
全
域

▼
実
施
方
法
　
捕
獲
及
び
薬
殺

・
銃

器
※
野
犬
掃
と
う
は
告
示
を
し
て
「
年

間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
に

犬
を
飼
わ
れ
る
方
が
年
マ
増
え
て

お
り
ま
す
が
、

最
近
犬
に
関
す
る
苦

情
も
多
＜
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
市
街
地
区
で
、

夕
方
か
ら
朝

ま
で
放
し
飼
を
し
て
い
る
犬
を
数
多

＜
見
受
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
犬
に
よ

り
、

鳴
き
声
に
悩
ま
さ
れ
た
り
、

寝

一侵
に
わ
た
り
吠
え
る
た
め
睡
眠
時
間

の
防
害
な
ど
古
晴
が
絶
え
ま
せ
ん
。

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
万
は
絶
対
Ｅ
放
　
　
９

し
飼
を
し
な
い
よ
う
め
願
い
し
ま
乾

役
場
交
通
住
民
係



デ
ン
ト
札
幌

ピ
ル

３
Ｆ
　

大
通
看

護
研
修
会
館

内
線

「
３
２
、

１
１
２

〆
切
り
／

８
月

１７
日
働

小
学
校

・
中
学
校
で
現
在
使
用
し

て
い
る
教
科
書
は
、

３
年
に
１
度
改

訂
に
な
り
ま
す
が
、

中
学
校
に
お
い

て
は
平
成
５
年
度
が
そ
の
改
訂
期
と

な
り
ま
す
の
で
、

営
様
の
ご
意
見
を

採
択
に
反
映
さ
せ
て
頂
＜
た
め
、

次

の
と
お
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

４
、

展
示
会
場
　
標
津
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

２
、

開
催
期
間
　
平
成
４
年
フ
用
「

日
か
ら
平
成
４
年

ァ
円
４４
日
ま
で

（日
曜
日
は
除
き
土
曜
日
は
正
午

ま
で
）

標
津
町
教
育
委
員
会

従
来
、

健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金

保
険
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

５
人
以

上
の
特
定
の
事
業
所
な
ど
で
働
＜
人

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
６‐

年
４
月
か
ら
適
用
範
囲
の
拡
大
が
段

階
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
、

昭
和
６３
年

４
月
か
ら
は
、

法
人
の
事
業
所
で
□

＜
人
は
す
べ
て
健
康
保
険
及
び
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
は
、

従
業
員
ひ
と
り
ひ

と
り
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
つ

＜
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、

事
業
所
と
し
て
も
優
れ
た
人
材
の
確

保
が
で
き
、

社
会
的
信
用
が
備
わ
り

ま
す
ま
す
の
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

あ
な
た
の
職
場
も
加
入
し
ま
し

よ
う
。

●
加
入
の
相
談
は
、

釧
路
社
会
保
険

事
務
所

（
０
１
５
４
１
２
２
８
０
１

１
年
）
ヘ

＼v

港
在
看
護
婦
研
修
会
が
、

次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
受
話
資
格

ｏ
現
在
就
業
し
て
い
な
い
看
護
職
の

有
資
格
者

ｏ
溶
在
香
護
職
で
現
在
就
職
し
て
「

年
末
滴
の
看
護
職

（保
健
婦

・
助

産
婦
・
看
護
婦
≡
雄
看
護
婦
）

▼
受
話
料
…
無
料
・

▼
受
語
申
込
み

札
幌
市
白
石
区
本
通
佑
丁
目
北
６

番
「
号
　
北
海
道
香
護
研
修
会
館

▼
提
出
書
類
…
履
歴
書
「
通

▼
開
催
地
区

・
期
日

ω
釧
路
地
区
　
平
成
４
年
フ
月
６
日

働
～
フ
月
句
日
⑥
釧
路
市
旭
四
８

番
「
号
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
旭
川
地
区
　
平
成
４
年
側
月
２６
日

働
～
側
月
割
国
働
旭
川
市
５
条
通

４
丁
目
　
と
き
わ
市
民
木
―
ル

０
札
幌
地
区
　
平
成
４
年
側
月
５
日

０
～
１０
月
９
日
③
札
幌
市
白
否
区

本
通
１６
丁
目
北
６
番
「
号
　
北
海

道
看
護
研
修
会
館

④
札
幌
地
区
　
平
成
４
年
１１
月
５
日

肉
～
「
周
６
日
③

・
平
成
４
年
姥

周
↑
日
側
～
柁
月
４
日
③
札
幌
市

中
央
区
大
通
東
２
丁
ロ
　
プ
レ
ジ

肝
ガ
ン
集
団
検
診
が
、

次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
あ
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

▼
日
時
　
９
円
確
日
働

８
時
３０
の
～
４３
時
３０
分

▼
場
所
　
別
海
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
費
用
　
５
、

５
０
０
円

▼
検
診
内
容

腹
部
超
吉
波
検
査

・
血
瀬
検
査

・

専
門
医
に
よ
る
医
療

・
療
蓋
相
談

▼
受
診
対
象

ｏ
肝
硬
変

・
慢
性
肝
業
の
既
往
が
あ

る
ヵ
。

ｏ
肝
癌
の
家
系
の
方
。

ｏ
肝
羮
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
力
。

①
肝
臓
病
の
心
配
な
方
。

▼
主
催
　
北
海
道
肝
羮
友
の
会

北
海
道
難
病
連

〈申
込
み
〉

標
津
町
役
場
保
健
住
民
課

ａ
２
１
２
４
３
「

こ

こ
の
綱
引
き
練
習
機
（写
真
》
は
、

口
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
＜
じ
の

普
及
広
報
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
助
成
事
業
」
の
助
成

を
受
け
て
購
入
し
た
も
の
で
す
。

設
置
場
所
は
七
月
に
方
―
プ
ン
ヴ

る
川
北
体
育
館
で
す
。

外
観
は
「
メ
ー
ト
ル
四
方
の
四
角

い
鉄
植
で
、

そ
こ
か
ら
伸
び
を
鎖
に

綱
を
結
ん
で
選
手
達
と
引
き
合
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
大
千
６
菌
キ
ロ
の
パ
ワ
ー
が
あ

り
、

通
常
の
け
ん
引
力
は
１
人
刺
キ

□
ほ
ど
で
、

計
算
で
は
２０
人
と
対
等

に
引
き
合
う
力
が
あ
り
ま
す
。

自
由
に
ご
利
用
＜
だ
さ
い
。

川
北
体
育
館
に
設
置
さ
れ
た

綱
引
き
練
習
機

ア月中旬からサマージャンポ宝<じ の予約申込みが

開始されます。この宝<じ の収益金は市町村の喪害対

策と明る<住 みよい街づ<り 等に使われます。申込み

方法等 <わ しいことは ア月20日(周)の新聞(朝干」)紙上に

発表されます。
――翅団法人 】し海道「l週村振興協会一二
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北
海
道
で
は
、

広
く
道
民
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、

こ
れ
か
ら
の

道
政
を
進
め
る
う
え
で
の
参
者
と
す

る
た
め
、「道

政
に
関
す
る
世
論
調
査
」

を
行
い
ま
す
。

８
月
中
に
、

無
作
為
に
選
ば
せ
て

）

い
た
だ
い
た
道
内
１
８
０
０
人
の
方

の
お
宅
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

・
北
海
道
総
務
部
知
事
室
広
聴
課

な
（
①
ｌ
ｌ
）
２
３
１
１
４
１
１
「

内
線
２
午
１
３
「
ア

・
根
窒
支
庁
地
方
部
総
務
課

ａ
（
Ｏ
「
５
３
２
）
３
１
６
１
３
４

内
線
２
２
フ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

道
で
は
、

高
齢
化
社
会
に
対

廊
し
た
総
合
的
な
対
策
の
推
進

に
朋
要
な
基
礎
資
粗
を
得
る
た
め
、

道
内
に
居
住
す
る
お
年
寄
り
の
方
を

対
象
に

「高
齢
化
対
策
企
画
調
査

（

高
齢
者
の
生
活
に
関
す
る
実
態
と
憲

向
調
査
ン
を
行
い
ま
す
。

フ
月
下
旬
か
ら
、

無
作
為
に
選
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
の
お
宅
に
、

受
託
会
社
の
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
お
問
い
合
せ
先
〉

北
海
道
生
活
福
祉
部
高
齢
化
対
策
窒

主
査

・
就
労
、

ま
ち
づ
＜
り

主
査

・
生
涯
学
習

ａ
（①
ｌ
４
）
２
３
１
１
４
１
４
１

内
線
２
４
１
６
１
２

υ

●
聖
友
標
津
支
所
は
活
動
資
金
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
寺
崎
キ
セ
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
八
柳
君
夫
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
福
沢
は
つ
ゑ
さ
ん
は
香
典
返
し
を

や
め
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
尾
形
友
和
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

自衛隊員募集案内 衛揮撲侵込み)生〉

募 集 種 別
募 集 日 程

待遍 ・その他
受 1 付 試 験 入(校)隊

男
　
子

防衛大学校学生

4 0月4日

S

1‐0月26日

第1 次
11月14日■5日
第2次
12月46～19日

5年
4月 上旬

修学年限4年

卒業後 1年 で
3等 陸・海・空尉

女

　
子

香 護 学 生

10月1日

S

40周34日

第 1 次
41月12日
第2次
12月3～6日

5年
3月下旬

修学年限3年
香護婦免許取得
後2等 陸曹

⑤
騰

標津 協議会
「飽食の時代」と言われる昨今、お腹

の出つばりが気になる力も多いのでは。

我編の住んでいる地球も同じです。さ

まざまな産業廃棄物や、各国出される

家庭のコミで地球環境は悪イヒの一途を

たどつています。私達の子や子孫のた

めに 1人 1人 が現状を認識し、どんな

」ヽさなことからでも実践することが大

切です。

私達の健康、地球の健康のため、衝

国の食事工夫してみてはいかがでしょ

うか。

消費者協議会からの提案でした。

三枝 綾 華らゃん 南 川 北 三枝 広
一

けんこ
昌出 健 吾くん 桜ケ丘□ 昌出  隆

ゆいか
高原 唯 香ちやん 東古多糠 高原 秀 綱

のぷひろ
福田 伸 軌くん 双 葉 電 福田 正 継

お誕生おめでとう

め な ま え 住  所 保 護 者

えみ
|□  絵 美ちやん 緑  □ 川 □ 百

ネ
じゅん

至井  酸 くん 寿  町 室井  覚

そういち
鳥越 聡 一くん 鳥越 示□人

柴日 辰 貴<ん 曙  町 柴日 辰 男 おくやみ申し上げます

氏 名 住  所 年   齢

日中  正 さん 北 標 津 43歳

八柳 き みさん 思  類 85歳

寺崎 鶴 雄さん 宍 栄 町 66歳

勝不 勝 善さん 新1上 町 04歳

福)害 清 吉さん 双 葉 団 80歳

右月 ― 義さん 緑  □ 66歳

□中ハツエさん 緑  □ 74歳

大桃 健 翔さん 北 標 津 1 歳



口
型
剛
高
回
の
た
め
の

③
Ｏ
⑤
Ｏ
①

お
い
し
く
楽
し
く

食
事
を
と
ろ
う
ゴ

お
い
し
く
、

楽
し
く

食
事
を
と
ろ
う
／
　

“

お
い
し
そ
う
な
料
理
や
心
地
良
い

食
卓
の
雰
囲
気
な
ど
は
、

食
事
を
豊

か
で
楽
し
い
も
の
と
し
、

食
欲
を
刺

激
し
て
、

栄
養
の
吸
収
を
高
め
る
上

で
も
大
切
で
す
。

高
齢
者
は
感
覚
機
能
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
し
か
も
食
欲
が

な
く
な
り
や
す
い
の
で
、

お
い
し
く

楽
し
く
食
べ
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

家
族
や
気
の
合
っ
た
仲
間
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
の
食
事
は

食
生
活
を
豊
か
に
し
ま
す
。

′ ノ

ほ鶴総灘]①

S察
〃

θ

ま
た
、

食
べ
る
場
所
が
変
わ
れ
ば

い
つ
も
の
仲
間
と
の
食
事
も
新
鮮
に

な
り
ま
す
。

楽
し
く
食
事
が
で
き
る

よ
う
に
、

食
生
活
に
変
化
を
与
え
る

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
い
し
く
楽
し
い
食
事
を
生
き
が

い
の
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
も
、

食
生

活
の
改
善
で
、

健
康
に
な
る
た
め
の

大
事
な
方
法
で
す
。

③
豊
か
な
ｂ
が
育
む

健
や
か
な
高
齢
期

を
合
言
葉
に
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ

ま
▼
し
よ

つヽ
。

｝

つ

ヽ

いちごは!先ってヘタを取 り
水気をふきます。

②

耐熱ボールに自玉粉を入れ
水を少しずつ加えながら、
指先でよく混ぜます。砂精
も加えます。
10分間置きます。

①⑤

あ0

たっぶ りの片栗粉

y

' ご卜 命 令 、

i、よう′̀n ■ 、′/Tと′

たっぷり片栗粉を入れたバ

ットに、生地を8等分して
冷まします。

①

ケ

最後にきっちり閉じます。
皮がブルンブルンして普通
の大福とはまた違うでき_L
がりです。

縛

鶴

こしあんを8等分して丸め
ておきます。

いちご大福はあん

が少い分カロリー

が低 くなり、ビタ

ミン Cも とれま軌

電子レンジがない

場合は、小鍋で中

米にかけながら、

おもち状になるま

で練つて下さい。

1義

もう一度…③

匝ャに魏一

5 0 0 W 2分 問

ポールにラップをかけて、
電子レンジで2分問加熱し
ます。熱いうちに力を入れ
て混ぜます。

①

霞 鶴
いちごのへたの方を残 して
こしあんで包みます。上の

方を少し厚めにするとうま
くいきます。

5 0 0 W 2 分 問

再びラップをかけて、2分
間電子レンジで加熱します。
もう一度力を入れて混ぜる
とお排のようになってきま
す。

/

手に片栗粉をたっぷりつけ
て生地をきれいに九めます。
少し平らにして、あんで包
んだいちごをのせます。少
しずつ生地を伸ばしながら
包みこみます。



じ おり

菊池律討さんちの史栞あゃんはス1め
川北寿町 ●

●生まれた時の身長 ・体重は一一。

身長/50 5om  体 重/3,380g
●最近の9長 ・体重は一一。

身ξ己/フ2 3cm    体 重/8,150g
●どんな子に育つてほしいですか。

「素直で元気な子に育つてほしいです」とお8

さん。

スタスタ、スタスタとあつちへ行つたり、こつ

ちへ来たりとはいまわる
｀
しおり、ちやん。ジイ

ーとしていません。行動派の
｀
しおり、ちやんな

のです。おまけに人見知りも しません。

あめめをな<し て笑つて<れ たり、ジーと見つ

めて<れ たり、表情豊かなありつたけの い`い顔、

見せて<れ ました。元気に育つて<だ さいネ。

は
臓
浦
・脳
卒
中
の

人
が
増
え
る
Ｗ

春
の
成
人
病
検
診
が
六
月
に
行
わ

れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
受
け
ら
れ
ま

し
た
か
？

検
診
で
は
血
圧

・
心
臓
病

・
賢
臓

病

・
貧
血

・
糖
尿
病

・
高
脂
血
症
な

ど
様
々
な
病
気
が
わ
か
り
ま
す
。

町
の
検
診
結
果
を
ま
と
め
て
い
て

こ
こ
数
年
気
に
な
る
の
が

「高
脂
血

症
」
で
す
。

昨
年
、

検
診
を
受
け
て
指
導
が
必

要
と
言
わ
れ
た
人
の
う
ち
、

お
よ
そ

孝
の
人
が
一岳
時
耐
症
で
し
た
。

次
に

多
い
の
が
肥
満
・血
圧
の
順
番
で
す
。

〈
図
１
〉

高
脂
血
症
が
ど
ん
な
も
の
か
は
、

四
月
号
で
お
わ
か
り
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、

動
脈
硬
化
の
前
ぶ
れ
と

も
言
え
ま
す
。

高
脂
血
症
の
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
は
、

●
肉
を
多
食
す
る
人
が
多
い
。

●
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
が
多
い
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
る
人
が

多
い
。

●
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
送
る
人

が
多
い
。

●
太
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

皆
さ
ん

は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

検
診
結
果
よ
り
、

太
っ
て
い
る
人

が
多
い
の
は
確
で
す
。

大
り
始
め
た

ら
要
注
意
で
す
。

自
党
症
状
が
な
い
事
や
長
年
の
生

活
習
慣
を
容
易
に
変
え
ら
れ
な
い
事

か
ら
、

気
が
つ
い
た
ら
重
大
な
病
気

に
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
事
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

検
診
で

■高
脂
血
症
」
と
言
わ
れ

た
方
は

『高
脂
血
症
教
室
』
を
是
非

お
受
け
下
さ
い
。

そ
し
て
重
大
な
病

気
に
至
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ま
ま
生
活
改
善
も
せ
ず
放
置

し
て
お
く
と
、

標
津
町
に
は
心
臓
病

脳
卒
中

・
賢
臓
病
の
人
が
多
い
と
言

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ョ
。

く図1〉3年 度成人病検診結果
指導が出要になつた人の病気別書」台

佐マ木保健婦

高脂血症教雲の日程

対象 春の検診 を
受 け た 人

秋の検診 を
受 け た 人

1 回 目 8月 6日 12月 3日

2 回 目 8月 26日 12月 8日

3 回 目 11月 26日 平成 5年 度春



●

昭
和
四
十
年
、

春
浅
き
あ
る
日
私

の
旅
立
が
始
ま
り
ま
し
た
。

中
学
校

を
卒
業
と
同
時
に
内
地
の
高
校
へ
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

北
海
道
か
ら
外
に

出
た
事
の
な
い
私
で
す
。

不
安
と
寂

し
さ
で
一
杯
の
出
発
で
し
た
。

一
年
、

二
年
と
生
活
を
す
る
う
ち

に
町
に
馴
れ
、

人
に
馴
れ
て
だ
ん
だ

ん
と
回
り
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

級
友
が
出
来
、

友
達
も
で
き
、

若
い

時
っ
て
す
ぐ
に
な
れ
る
ん
で
す
ネ
。

夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
北
海
道
に

帰
っ
て
来
る
と
母
は
客
を
も
て
な
す

よ
う
に
一
生
懸
命
し
て
く
れ
る
ん
で

す
。

料
理
を
作
っ
て，
ぐ
れ
、

客
布
団

⌒敬詢悔懐佐湘鞭弥葉説わ晩萌）

「
二
つ
の
故
郷
（ふるさ苫

笹
木
利
弘
さ
ん
（料
葉
Ｕ

に
寝
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

そ
れ
で
も

寮
に
あ
る
汗
臭
い
自
分
の
布
団
が
懐

か
し
く
な
る
ん
で
す
。

生
ま
れ
故
郷
に
帰
っ
て
き
て
い
る

の
に
気
持
は
も
う
内
地
な
ん
で
す
。

今
な
ら
飛
行
機
で
ひ
と
っ
飛
び
な

ん
で
す
け
れ
ど
、

あ
の
頃
は
帰
省
ラ

ッ
シ
ュ
に
ぶ
つ
か
り
、

長
い
時
間
汽

車
に
格
ら
れ
、

連
絡
船
に
乗

っ
て
四

十
数
時
間
か
け
て
帰
っ
て
来
た
は
ず

な
の
に
、

す
ぐ
に
ま
た
自
分
の
布
団

が
待

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
帰
り
た

く
な
る
。

不
思
議
で
す
ネ
。

学
校
を
卒
業
し
て
就
職
、

調
理
師

の道一入刊≡した。　
）

い
つ
か
は
自
分
の
店
を
持
つ
こ
と

を
夢
見
て
、

い
い
仲
間

・
同
僚

・
上

司
に
恵
ま
れ
て
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。時

に
は
山
も
あ
り
谷
も
あ
り
ま
し

た
が
、

今
思
え
ば
そ
れ
が
皆
自
分
の

杷
や
し
と
な

っ
て
今
の
私
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
で
も
私
が
内
地
へ
行
っ
た
時
な

ど
そ
の
頃
の
職
場
の
同
僚
な
ど
が

「

い
つ
帰
っ
て
き
た
ん
だ
≡
帰
る
ま
で

に
家
に
寄
れ
や

一
杯
や
る
ぞ
」
う
れ

し
い
言
葉
で
す
。

同
級
生
か
ら
は

「

ク
ラ
ス
会
で
も
や
る
か
」
な
ど
と
近

く
に
い
る
違
中
に
す
ぐ
電
話
／

十
数
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
所
、

そ
こ
も
私
く
し
の

一
つ
の
故
郷
な
の

で
す
。

昭
和
二
十
二
年
川
北
に
帰
り
現
在

の
場
所
に
「た
つ
み
」
を
オ
ー
プ
ン
。

皆
様
の
あ
た
た
か
い
励
ま
し
で
は
や

十
二
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。

生
ま
れ
故
郷
は
い
い
で
す
ネ
。

北

海
道
か
ら
外
へ
出
し
て
く
れ
た
父

・

母
に
感
謝
。

そ
し
て
北
海
道
に
い
っ

し
ょ
に
つ
い
て
来
て
く
れ
た
妻
に
も
。

今
後
も
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

人口のうごき

平成4年6月1日現在
( )内は前月比

世 帯 数 2,221世帯( 0)

人  口  6,897人 (+1)

男   3,364人 (-1)

女   3,533人 (+2)

町内の交通事故

6月
( )内は累8t

葬傷亡昨

人
員
死
物

改 2件 (4件 )
者 3人 (6人 )
者 4件 (2件 )
改 13件 (92件)

死亡交通事故ゼロの日

2日 1 6 R郷日現a

ｍ
§
０
自

▼
棄
別
小
中
学
校
の
サ
ケ
稚
魚

の
放
流
式
を
取
材
し
ま
し
た
。

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
サ

ケ
の
稚
魚
と
し
ば
し
の
あ
別
れ

に

「
稚
魚
に
贈
る
こ
と
ば
」
を

一
生
懸
命
読
み
あ
げ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

（写
真
）

三
～
四
年
後
ほ
君
た
ち
の
育

て
た
稚
魚
が
大
人
に
な
っ
て
友

達
を
た
く
さ
ん
連
れ
て
き
て
標

津
の
浜
は
豊
漁
だ
。

▼
よ
う
や
く
暖
か
＜
な
っ
て
き

ま
し
た
。

標
津
の
短
か
い
夏
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま

す
。

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
ば
か

り
い
る
人
…
何
ん
で
も
い
い
か

ら

一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

結
構
楽
し
い
で
す
ヨ
。
（よ
し
ゆ
０
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